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(宛先）京都府知事 平成23年７月２７日

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

大阪市西区新町1丁目１番17号

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ナガセケムテックス株式会社

代表取締役社長毛利充邦

環境マネジメン卜シス フー ムの名称
ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲
ナガセケムテックス株式会社福知山事業所

導入年月日 ２００６年６月１９日

認証番号
ＪＣＱＡ－Ｅ－Ｏ７５３ 

基本方針

Ｌ環境関連法規、協定等その他の受入を決めた要求事項を厳守するとともに環境に対する
汚染の予防に努めます。
2.事業所内に適切な環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑを構築しその運用と継続的な改善を行います。
3.環境に対する基本理念と環境方針を事業所で働く全ての人の間で共有し、環境教育を通
じて意識の向上を図ります。またこの基本理念と環境方針を社外に対して公表します。
4.以下の項目を重点対策として実施します。
○環境汚染物質及び廃棄物の削減に努めます。
○製品・技術の開発段階から環境負荷の低減に配慮します。
○省ｴﾈﾙｷﾞｰ、省資源を推進します。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくための目標（以下「目
標」という。）

○環境に対する汚染の予防・・・廃棄物の削減、廃棄物の抑制･ﾘｻｲｸﾙ化、環境汚染防止
○法規制の１項守関係・・・法規制管理体制の強化
○製品・技術の開発段階からの環境負荷軽減・・・新規技術開発による環境負荷の軽減、
工程の見直しによる環境負荷の軽減
○省ｴﾈﾙｷﾞｰ、省資源関係・・・電気・力・ｽ使用量削減

目標を連成するための取組の内容

○廃棄物の削減・・・試験消耗品の削減、廃液の内部処理

○廃棄物の抑制･ﾘｻｲｸﾙ化・・・製造ﾛｽの削減、廃棄物のﾘｻｲｸﾙ化
○環境汚染防止・・・流出防止、溶剤ｶﾞｽ発生の抑制
○法規制管理体制の強化・・・管理の徹底
○新規技術開発による環境負荷の軽減・・・環境負荷軽減製品開発
○工程の見直しによる環境負荷の軽減・・・廃水･廃油の自社処理
○電気･ガス便用量削減・・・省エネ活動にて取組

目標を運成するための取組の進捗状況

○廃棄物の削減・・・試験消耗品の削減、廃液の内部処理を実施中
○廃棄物の抑制･ﾘｻｲｸﾙ化・・・製造ﾛｽの削減、廃棄物のﾘｻｲｸﾙ化を実施中
○環境汚染防止・・・流出防止、溶剤ｶﾞｽ発生の抑制について問題なし
○法規制管理体制の強化・・・管理の徹底実施中・毒物劇物管理についてパトロール実施
○新規技術開発による環境負荷の軽減・・・環境負荷軽減製品、及び既存製品生産性UPを
検討中
○工程の見直しによる環境負荷の軽減・・・廃水、廃油の自社処理検討中
○電気･ガス便用量削減・・・遊休設備である75ｋＷﾙｰﾂﾌﾞﾛﾜ電源供給の停止実施済み・ボイ
ラーを高効率ボイラーへの更新予定・その他種々省エネ活動実施中

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

当初の計画通りに取り組むことができている。

事業活動に係る法令の遵守の状呪

関連法規の遵守状況について６カ月毎に確認を行っている。

これまで違反及び行政当局からの指摘はなかった。

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

年１回、環境マネージメントレビューを実施している。

平成22年度は廃棄物及びエネルギー削減の活動を行ってきた結果、平成21年度に比較し、
概ね低減しており、地球環境に貢献していると考える。
環境方針や環境目標については現在の当事業所活動に対して適しているため平成23年度も
同一のシステムを運用する。


